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濱文庫所蔵唱本目録稿（十一）

中里見　敬�i）・李　麗　君�ii）・ 中尾友香梨�iii）編

九州大学附属図書館濱文庫所蔵の唱本について、すでに第十四帙までの目録稿を作成した。本稿
では引き続き第十五帙に収められる唱本について著録を行う。なお、著録の方針については、「濱文
庫所蔵唱本目録稿（一）」（『言語科学』45, 2010）の前言をご参照いただきたい。

第十五帙は北平の泰山堂が刊行した鉛活字本95冊からなる。第十三、十四帙は、ともに北平・学
古堂刊行の鉛活字本で各冊にシリーズ番号がふられていた。ところが、第十五帙の泰山堂本は、本
の形態は学古堂本と一致するものの、通し番号は付されずに、「天地玄黄，宇宙洪荒」で始まる『千
字文』の文字が第１冊から第88冊まで記されている（第89冊以降には記載なし）。ただし、『千字文』
順にしては脱落や重複が多く不斉である。

ところで、濱文庫には「泰山堂書莊最近出版新書目錄」が現存している（浜文庫／集181／未整
理、「濱文庫所蔵唱本目録稿（十）」（『言語科学』49， 2014）に掲載）。その裏面には「各種花面戲本
唱本類」として276種が記載されている。濱文庫第十五帙の95冊はほぼすべてこの出版目録に含ま
れるようである。このことから、濱一衛が北平留学当時、泰山堂の刊行した唱本（戯本を含む）は
すでに全冊揃いで購入できずに、全体の約三分の一を入手したことがわかる。

泰山堂本は出版目録にも唱本本体にも出版時期が記載されていないが、目録や唱本表紙に北平と
記されていることから、国民政府が南京に遷都した1928年以降、濱一衛の留学期間である1930年代
半ばまでの間と推測される。学古堂本は早稲田大学図書館風陵文庫蔵本と重複するものが多かった
のに対して、泰山堂本は東京大学東洋文化研究所雙紅堂文庫蔵本と一致するものが少なくない。し
かし、微細な違いが存在し、同版異版の判定は容易ではない。なお、本稿末尾には、濱文庫所蔵の
学古堂本と泰山堂本の計３種の書影を掲載し、細かな異同を指摘した。

� 本稿作成にあたり、データの処理を九州大学附属図書館ｅリソースサービス室リポジトリ係長の
星子奈美氏にお願いした。濱文庫の閲覧および作業場の確保にあたって、それぞれ九州大学中央図
書館の利用支援課サービス企画係、資料整備室図書目録係より格別のご配慮を賜った。図版の掲載
に関しては、九州大学附属図書館よりご厚意を賜った。記して感謝したい。

� 本稿は日本学術振興会科学研究費補助金・基盤研究（C）「濱文庫所蔵唱本目録の作成」（2011～
2015年度、課題番号：23520437）による成果の一部である。

�i�）� 九州大学言語文化研究院准教授、附属図書館研究開発室室員（中国語・中国文学）
�ii�）� 九州大学言語文化研究院准教授（中国語・中国文学）
iii）� 佐賀大学文化教育学部准教授（中国語・日中比較文化）
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��<!µ�ß�¢�¢�Ê��IÊ�‰�3�£ 　浜文庫/集 176/1
北平  泰山堂  鉛活字  七頁（両面印刷）一冊  

洋中
（巻首記）狄仁傑赶考（又名馬寡婦開店）　（封
面記）馬寡婦開店/狄仁傑赶考/小鋼鑽嘣嘣/北
平打磨廠泰山堂印行/天字　（左右欄外記）狄
仁傑赶考　（本文巻頭）《馬寡婦上引白》靑春
孀婦夜孤眠，綉枕錦被半幅閒，《坐詩白》花開
放蕊榮枝歸。一對鴛鴦兩

	�	•�û�¹　浜文庫/集  176/2
北平  泰山堂  鉛活字  七頁（両面印刷）一冊  

洋中
（巻首記）借女吊孝　（封面記）借女弔孝/梅花
調大鼓/霸州劉知州審/斷分明一堂淸/北平打磨
廠泰山堂印行/地字　（左右欄外記）借女吊孝　

（本文巻頭）《媒婆上白》好吃嘴懶作活一心要
當老媒婆。三天請我吃切面。滿月請我吃餑餑。
三尺布。紙包着

� � � � �K� �� � �H� � �2   �¢�Ê�� �H�º� 	 　浜文庫/集 

176/3
北平  泰山堂  鉛活字  七頁（両面印刷）一冊  

洋中
（封面記）秋胡戲妻/梆子腔准詞/金鋼鑽桑園會
/小香水平貴別窰/北平打磨廠泰山堂印行/寅字
	 	•			（巻首記）桑園會　五頁　（左右欄外記）

桑園會　（本文巻頭）《旦上引》丈夫求官
十二年，書未捎來信未傳，《歸座白》金盆
净臉臉未乾，耳傍失落一隻環，

	 	•			（巻首記）平貴別窰  又名平貴從軍　三頁　
（左右欄外記）平貴別窰　（本文巻頭）《旦
上引》富貴貧賤天註定，豈知由命不由人，

《上介白》身坐窰内心煩焦，父親空枉保當
朝，

�~�È�� ���§�¹　浜文庫/集  176/4
北平  泰山堂  鉛活字  七頁（両面印刷）一冊  

洋中
（封面記）三娘教子/梆子腔眞詞/金鋼鑽機房訓
子/張喜齡忠孝牌/北平打磨廠泰山堂印行/宇字
	 	•			（巻首記）三娘敎子　四頁　（左右欄外記）

三娘教子　（本文巻頭）《旦上引》寒來暑
往。思兒夫。淚流兩行《白》每日用工在
機房。思想兒夫一命亡。鴻雁失羣分手

	 	•			（巻首記）忠孝牌　三頁　（左右欄外記）
忠孝牌　（本文巻頭）《生上白》走哇《唱》
長亭以裏。喚便衣。有一輩古人想心裏。
朱買臣當年不得地。在家中娶下了

â�H�„���'�‘�
ä　浜文庫/集  176/5
北平  泰山堂  鉛活字  七頁（両面印刷）一冊  

洋中
（封面記）武家坡/名伶准詞/譚小培/平貴別窰/
張春彥/擊鼓罵曹/北平打磨廠泰山堂印行/日字
	 	•			（巻首記）武家坡　七頁　（左右欄外記）

武家坡　（本文巻頭  事略４行從略）《生内
唱倒板》一馬離了西凉界。《上唱西皮元
板》不由人。一陣陣。淚洒胸懷。靑是山。
綠是水

	 	•			（巻首記）打鼓罵曹　一頁　（左右欄外記）
打鼓罵曹　（本文巻頭）《西皮倒板》讒臣
當道謀漢朝。《原板》楚漢相爭動槍刀。項
羽自刎烏江道。小韓信九里山把兵交。

�ë�í�����÷	S�V�þ　浜文庫/集  176/6
北平  泰山堂  鉛活字  七頁（両面印刷）一冊  

洋中
（封面記）雙官誥/梆子腔准詞/金少梅眞詞/夜
宿花亭梆腔/北平打磨廠泰山堂印行/月字
	 	•			（巻首記）雙官誥　五頁　（左右欄外記）

雙官誥　（本文巻頭）《生旦同上正生引》
盤桃宴上從結果，《正旦引》月出丹桂蓮花
池，《白》老爺請坐《正生》夫

	 	•			（巻首記）夜宿花亭　三頁　（左右欄外記）
夜宿花亭　（本文巻頭）《生上引》十年身
到鳳凰池，方顯國家用才奇，《詩》仲狀元
名揚天下，瓊林宴帽挿宮花，喜不

浜文庫/集  176/7とは異版。










































